
第５回 理 事 会 報 告
開催期日：令和３年１月２２日　福岡県吉塚合同庁舎５０３会議室
発行期日：令和３年１月２７日　　 ［事務局長：稲尾］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進行（清原副会長）

１　開会のことば

２　会長挨拶（松尾会長）

　　・年明けで緊急事態宣言の中、参加いただき感謝します。ズーム

での会議も検討したが、第１回役員選考委員会も予定されていた

ので、集まっていただいた。これまでの半年間、全ての委員会に

参加して、次年度事業に向けた方向性等や、やるべきことを考え

させらりたりした。また、うきは中学校のＩＣＴ研究発表会に参

加し、タブレットを活用した授業を体験した。先生方は指導のた

めに一生懸命使用方法を学び、生徒は先生から学んでいる。私た

ちも常に保護者としての「学び」を大切にしたい。

３　報告事項

（１）~（２）特になし 　　　　

（３）各委員会の活動状況

・報告資料を読んで、確認ください。

（４）福岡県大会について（藤野委員長）

　・１３日、１５日、１６日の３日間で、録画撮影が終わった。編集

作業が終了後ブロックに戻し、確認してもらう。最終確認作業

は、２月３日の研修委員会で行う。

（５）制度運営費及び保険推進活動費支出要項（事務局）

　・令和３年度分であるが、２年度と内容は何も変更なし。

（６）令和２年度役員選考委員について（進行）

　・本年度はこのメンバーで選考を進めて行く。この理事会終了後に

第１回選考委員会を開催する。

（７）事業収録作成要領について（事務局）

　・年度末にその年に実施した事業を収録した冊子を作成している。

各委員会の活動報告は各委員長から作成をお願いする。データで

２月１２日（金）までに、事務局長へメールで提出する。

（８）省略

（９）その他

・２月５日（金）に沖縄県で開催する予定であった九Ｐ幹部研修会

は、中止となり、理事会等会議のみリモートで開催することにな

った。（松尾会長）

・日Ｐ主催の国内研修については、参加希望者が全く出なかったの

で、日Ｐへ推薦無し。（事務局）

　（日Ｐから中止のメールが届き、印刷して配布した。）

　

４　審議事項（進行：松尾会長）

（１）第３回市町村代表者会議について（元根委員長）

　・第３回の開催要項ですが、役員会で項目が追加されたので、資料

の差替えをお願いする。追加は、Ⅵ　３　県Ｐ事業説明に「福岡

県大会の報告」を、また、６　研修として、「うきは市のＩＣＴ

教育」の２つである。【承認】

（２）“新”家庭教育宣言実践報告会の開催について（宮崎副委員

長）

　・２月１１日（祝）のガスホールでの報告会は、コロナの影響で中

止し、録画での配信とする。発表校は３校予定していたが、桂川

中は紙面のみの発表。２校は２月１９日に録画撮影する。予算

は、会場費・謝金等が不要になるが、録画撮影業者に委託料が発

生する。業者は、福岡県大会録画業者と同じである。【承認】

（３）スマホ等に関するアンケート結果報告（塩川委員長）

　・アンケートを取り纏めたので、単Ｐに配布する。また、ＰＴＡ役

員研修会の特別分科会で、報告する。【承認】

（４）６ブロック母親代表研修会について（早田代表）

　・コロナ禍で、ひぼう中傷を受ける人権問題が発生している。講話や

ワークショップを行い、各ブロックから単Ｐまで活動を広げる。

　　シトラスリボンを作成し、卒業式で生徒に配布するなどが考えられ

る。予算は、約１０万円で、１０名程度参加予定である。【承認】

（５）保険推進活動費（ブロック活動費）の支出について

　・北九州ブロック（香月ブロック会長）

　　活動紹介冊子の印刷製本費については、再度業者に確認したが

カラーでの製作で、見積どおりの金額が必要である。【承認】

　・筑豊ブロック（中村ブロック会長）

　　９５校×２冊（学校＋Ｐ）＝１９０冊と関係機関に１００冊配布。

　　残りは、予備にストックする。コロナのひぼう中傷ののぼりを各校

　　１本ずつ、５本はイベント等で使用する。【承認】

　

５　協議事項

（１）令和３年度ＰＴＡ役員研修会について（藤野委員長）

　・当初予定の６分科会から録画がＮＧの１講師が辞退し、５分科会＋

特別分科会である。録画及び配信の日程はこれからである。

　　　特別分科会（塩川委員長）

　　　仮テーマは、「スマホ等のトラブル未然防止のためにＰＴＡがで

きること」でり、スマホのアンケート結果やパワーポイントと使

って委員長が説明する。保護者が研修する際の派遣講師情報など

有益なポイント情報を提供する。【継続】

（２）第１４回広報紙づくり研修会 in 北九州ブロックについて
　　　（下田委員長）

　・例年遠方からの参加者が少ない。単Ｐ会長ではなく実際に広報紙づ

くりを担当している役員の参加を求め、ワークショップを中心に

深く話を進める。また、少人数及び短時間で終了する。ただし、

　　　参加の呼びかけは、全ての単Ｐに行う。【継続】

６　連絡事項

　・なし

７　講評（松島）

　・予定していたことが変更されたり、ご苦労が多いと思う。

　・県Ｐの指針が単Ｐの参考になるので、大変力強いと思う。

　・筑豊ブロックののぼり旗の文字が少し小さいのでは？これまでの経

験から、小さい文字は読みにくいので、目立たない。

次回：令和３年３月１５日（月）１６時~１８時

閉会あいさつ


